
             まめまめくん 
デヴィッド・カリ／文 

セバスチャン・ムーラン／絵 
ふしみみさを／訳 

あすなろ書房（2016年） 
 

学校へいくときふみつぶされそうでも、

えんぴつがバットみたいに大きくても、

ちっちゃいまめまめくんはなんでもでき

る。すてきなしごともね！ 

いわしくん 
菅原たくや／作 

文化出版局(1993年) 

日本の海
う み

でうまれたいわしくん。およい

でいたら、つかまって、船
ふ ね

にのせられ港
みなと

にはこばれた。それからいわしくんは…。

どうなった？ 

こぞうさんと 

りゅうのたま 

 

はせがわかこ／ぶん・え 
大日本図書（2010年） 

なきむしのこぞうさんが、おつかいのか

えりみちに、いわのすきまからぼうやを

たすけました。するとびっくりすることが

おきて…。 

とうだい 
斉藤倫／文 

小池アミイゴ／絵 
福音館書店（2016年） 

みさきにいっぽん、うまれたてのとうだ 

いがたちました。くるくるぴかぴか―― 

とうだいの光
ひかり

は、とおく海
う み

のむこうまでと 

どきます。ある夜
よ る

、おそろしいあらしが 

やってきて…。 

  うまれたよ！ホタル 
中瀬潤／写真・文 
岩崎書店(2016年) 

夏
な つ

のはじめ、小川でふわり、ひらりと光
ひ か

 

るホタル。たまごで生まれてから、大人 

のホタルになるまで、長
な が

い時間
じ か ん

をかけ 

て少しずつ大きくなっていくんだよ。 

妖怪 

いじわるひょうしき 
 

土屋富士夫／作・絵 
ＰＨＰ研究所（2015年) 

いそいで家
い え

に帰
か え

るひでくんの前に、ひょうしき 

が顔
か お

を出した。 「近道
ち か み ち

していきなよ」って…。 

行き止まりのはずの道
み ち

がつづいていたよ！ 

通
と お

ってだいじょうぶ？ 

オムライスのたまご 

森絵都／作 
陣崎草子／絵 
講談社（2016年） 

たまごたちのゆめはオムライスになる 

こと！たまごのタマキは、そのゆめに 

むかってせかい一おいしいオムライス 

の店
み せ

をめざします。 

みてろよ！父
と う

ちゃん！！ 

くすのきしげのり／作 
小泉るみ子／画 
文溪堂（2016年） 

うんどうかいのときょうそうで、一ばんに 

なれそうなアキヨシ。父
と う

ちゃんに見にき 

てほしいけれど、どうしてもしごとでこら 

れない。そんな父ちゃんは…。 

まるごとごくり！ 

ロシアの昔話 

 

シンシア・ジェイムソン／再話 
アーノルド・ローベル／画 

小宮由／訳 
大日本図書（2016年） 

土ぐうが「はらへった！はらへった！」と

わめき出した！そして、つぎつぎに、い

ろいろなものをまるごとごくり。 

土ぐうは、なにをのみこんだのかな？ 

小
ち い

さな小さな七
な な

つの

おはなし 

リリアン・ムーア／作 
福本友美子／訳 
髙桑幸次／画 

日本標準（2011年） 

フクロウのホーホはものしりのおじいちゃん

が大すき。ある日ホーホはおじいちゃんの

めがねをかけてみた。これでおじいちゃん

みたいになれるかな？ 

へっちゃらトーマス 
パット・ハッチンス／作 

小宮由／訳 
大日本図書（2016年） 

字をおぼえようとしないトーマスに、ある

日こまったことがおこりました。 トイレをま

ちがったりエレベーターにのりまちがった

り…。このままでいいのかな？ 

  せなかのともだち 

萩原弓佳／作 洞野志保／絵 
ＰＨＰ研究所（2016年） 

おこりんぼうなハリネズミが、がけ下に

いたいじのわるいヒツジのせなかにお

ちました。くっついた２ひきは、ほかのど

うぶつの力をかりないと、はなれられま

せん。 


